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営業キロ 463.3キロ 

駅数 205駅 

1日平均旅客人員 2,469 千人 

東武鉄道 会社概要 
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東武グループの概要 

平成28年度 
92社 

平成28年度 
19,514人 

平成28年度 
5,688億円 

連結会社数 従業員数 営業収益 

レジャー事業 運輸事業 流通事業 不動産事業 

※平成29年３月現在 
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 お客様の暮らしに密着した事業を通じて沿線地域の発展に貢献する企業グループとして、
安全・安心を根幹に「運輸」「レジャー」「不動産」「流通」等の事業を多角的、複合的に展開し
ます。 

 

 お客様の視点に立ち、質の高い先進性や独創性あふれるサービスを提供し、活力に富んだ
暮らしやすく訪れたい東武沿線の実現を目指します。 

 

 事業を通じて安定的に利益を創出しながら、環境にも配慮した経営を進め、お客様の生活
を担う企業グループとして地域社会とともに持続的に発展することにより、企業の社会的責任
を果たします。 

駅照明のLED化 環境に配慮した住宅供給 環境配慮機器を採用した 
車両の導入 

東武グループ経営方針 
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建設地の立地 ２駅利用 

  とうきょうスカイツリー駅 

  押上駅 

 
鉄道４路線乗り入れ 

  東京スカイツリーライン 

  東京メトロ半蔵門線 

  都営浅草線 

  京成押上線 

すみだ 
北斎美術館 

東京スカイツリータウンの立地 

すみだ北斎美術館 両国国技館 

浅草雷門 亀戸天神 

東武鉄道本社 
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押上・業平橋駅周辺土地区画整理事業 

・施行者 押上・業平橋駅周辺土地区画整理組合 

・施行区域   約6.43ha 

・公共施設  駅前広場（4,000m2）、駅前アクセス道路（幅員18m） 
          東西道路（幅員16m）、街区公園（1,930m2） 

2005年2月 
東武鉄道として新タワー事業に取組む事を放送事業
者・墨田区に表明 

2005年3月 
放送事業者が墨田区押上地区を第１候補に選定 
都市計画決定(土地区画整理事業区域/都市計画道路) 

2005年12月 土地区画整理組合設立認可（事業認可） 

2006年3月 新タワー建設地として最終決定 

2008年3月 都市計画決定（用途地域変更、地区計画等） 

2008年6月 
全国投票により新タワー名称が「東京スカイツリー」
に決定 

2008年7月 着工 

2010年12月 
施設全体の名称が「東京スカイツリータウン」に、 
商業施設の名称が「東京ソラマチ」に決定 

2012年2月 竣工 

2012年 
  5月22日 

開業 

東京スカイツリータウン開発経緯 
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東京スカイツリータウン開発コンセプト 

日本、下町のものづ
くりのDNAを継承し、

人々の交流が新たな
都市文化を創造する
コミュニティ 

人に地球に優しく、
災害に強く、安全で
安心して暮らせる、
潤いと活気に満ちた
コミュニティ 

先端技術やメディアが集
積し、新しい日本、新し
い東京を世界へと発信
するタワーを核とした  
コミュニティ 

Rising East Project 

～ やさしい未来がここからはじまる ～ 
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事業所概要 

所在地 東京都墨田区押上一丁目1番地2号 

事業主体 東武鉄道㈱、東武タワースカイツリー㈱ 

運営会社 東武タウンソラマチ㈱ 

階数 地下3階／地上31階 

最高高さ 634ｍ （世界一の高さの電波塔） 

用途 電波塔／商業施設／事務所他 

敷地面積 36,844㎡ 

延床面積 227,520㎡ 

設計・監理 （株）日建設計 

施工者 

 

タワー街区 （株）大林組 

東街区 大林・株木・東武建設共同企業体 

西街区 大成建設・東武谷内田建設共同企業体 

竣工 2012年2月29日 

開業 2012年5月22日 
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東京スカイツリータウンの構成と規模 

東京スカイツリー概要 

 タワーの高さ 634m 

 施設の内容 

  展望施設 

   東京スカイツリー天望デッキ 

   （ﾚｽﾄﾗﾝ、ｶﾌｪ、ｼｮｯﾌﾟ） 
   東京スカイツリー天望回廊 

  放送施設他 

東京スカイツリーイーストタワー概要 

 施設規模 約25,500m2 （約7,700坪） 
 主要用途 オフィス 

 ｲｰｽﾄﾔｰﾄﾞ 12階～29階   

最上部 634m 

デジタル放送用アンテナ 

東京スカイツリー天望回廊 450m 

東京スカイツリー天望デッキ 350m 

東京スカイツリー 

東京スカイツリーイーストタワー 

東京ソラマチ 

ｳｴｽﾄﾔｰﾄﾞ ﾀﾜｰﾔｰﾄﾞ ｲｰｽﾄﾔｰﾄﾞ 

東京ソラマチ概要 

 施設規模 

  （SC面積）約52,000m2 

 主要業種 

  物販店舗、飲食店舗、サービス店舗等 

 ｲｰｽﾄﾔｰﾄﾞ  地下3階～10階、30・31階 

 ﾀﾜｰﾔｰﾄﾞ     1階～5階 

 ｳｴｽﾄﾔｰﾄﾞ  1階～3階 
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東京ソラマチ 
運営管理業務 

 
・テナント管理 
・売上金振分業務 
・ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ業務 
・ｺｰﾙｾﾝﾀｰ業務 
・ﾘｰｼﾝｸﾞ業務 
・販促管理業務 

ビル運営管理者 
東武タウンソラマチ㈱ 

スカイツリータウン
施設管理業務 

 
・駐車場管理 
・清掃業務 
・警備業務 
・設備保守業務 
・エネルギー 
 マネジメント業務 

オフィス運営業務 
 
・テナント管理、出納 
・会議室管理、運営 

東京スカイツリータウンの管理概要 

・設備の省エネルギー運用 
・水光熱エネルギー使用量とCO2排出量の管理業務 
・省エネルギー推進に向けた設備改修計画提案 等 

ビルオーナー 
東武鉄道㈱ 

ビルオーナー 
東武タワースカイツリー㈱ 
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階数 地下3階／地上31階
用途 電波塔／事務所／物販／飲食他
建築面積 約31,600㎡
延床面積 約230,000㎡
駐車台数 約1,100台
緑化面積 地上部　約5,500㎡　屋上部　約4,400㎡
設計・監理 日建設計
施工者
　西街区 大成建設・東武谷内田建設共同企業体
　タワー街区 大林組
　東街区 大林組・株木建設・東武建設共同企業体
竣工予定 2011年12月 • スカイツリータウンの空調用熱源（冷水・温水）は、地域

冷暖房（東京スカイツリー地区熱供給施設）から受け入れ
ている。 

• 東京スカイツリー地区熱供給施設については、（株）東武
エネルギーマネジメントが設備を所有し運用を行ってい
る。 

• 東京スカイツリー地区熱供給施設については、平成27年度
においてトップレベル事業所に認定されている。 

メインプラント （ウエストヤード） サブプラント 
（東武鉄道本社ビル） 

地域導管 （冷水･温水） 

東京スカイツリータウンの熱源設備 

東武鉄道本社 

公共施設 

展望台 
（個別熱源） 
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太陽光発電パネル 

• 東京スカイツリーイーストタワーの外壁に、Low-Eガラスと縦ルーバーを採用 

• 屋上に太陽光発電パネルを設置 

• スカイツリーと店舗共用部にLED照明を採用※ 

東京スカイツリー
イーストタワーの 
Low-Eガラスと 
縦ルーバー 

環境負荷削減の主な取組 

店舗共用部のLED照明 

LEDによるスカイツリーライトアップ 

※2075台の照明器具すべてにLEDを採用 

粋 雅 幟 
いき みやび のぼり 
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• ヒートアイランド防止及び断熱効果向上として屋上緑化及び壁面緑化を実施。 

• 緑化面積は8,100㎡に及ぶ。 

環境負荷削減の主な取組 
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• 豪雨時の水害対策として、2,635m3の大規模雨水調整槽を設置 

• 貯留した雨水の一部は、植栽散水やトイレ洗浄水として利用 

雨水の多目的利用 

環境負荷削減の主な取組 

屋根雨水

雨水
調整槽

雨水
貯留槽 トイレ洗浄水

植栽散水

太陽光パネル
散水

節水効果

蒸発冷却

冷却による
発電効率向
上効果

都市水害の
防止効果
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• 国土交通省「平成20年度住宅･建築物省CO2推進モデル事業」採択。  

環境負荷削減の主な取組 

屋上緑化

太陽光発電

省CO2取組みの情報発信

高層棟

東商業棟
∞

西商業棟

雨水の多目的利用
雨水による

太陽光パネル冷却

テナントごとのエネルギー計量

（3） 建物とＤＨＣとの連携による

ライフサイクルCO2削減

（4） 太陽光発電など

自然エネルギーによるCO2削減

（2） 国内最高レベルの
高効率DHC（地域冷暖房）

（1） 2つのDHCプラント連携とエ
ネルギーネットワーク

（5） 水と緑と省CO2の

情報発信ステーション

東武鉄道

M M

高断熱ガラス・高効率照明

大温度差送水
FRPM管等による計量化

将来の周辺街区への拡張

地下鉄構内の配管スペース利用メインプラント

高効率熱源など

大容量雨水貯留槽 雨水散水

サブプラント

∞
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DHC 

BEMS 

M WhM 

WhM M WhM M 

WhM 

M 

M 

WhM 

WhM 

M WhM 

M 

エネルギー計量 
（冷水・温水） 

エネルギー
計量（電力） 

BEMSによる 
エネルギー集計 

DHCによる 
エネルギー計量 
（冷水・温水） 

エネルギー
計量（上水） 

• 計測計量計画を立て、データを収集分析し、設備の運用や設定等を改善することがエネル
ギーマネジメントの基本 

１．すべての店舗、事務室の電力、熱（冷水・温水）、上水を計量 

２．建物所有者ごとに電力、熱、上水使用量を計測 

３．ゾーン別に使用量を把握することも可能 

 ⇒ 従量制による水光熱費の徴収や精算が可能 

エネルギーマネジメントの主な取組 
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環境コミュニティの活性化 

管理者確認画面 入居者画面 

エネルギーマネジメントの主な取組 

• インターネットを通じてエネルギーデータを遠隔管理する仕組みTEAMs※を構築。 
   ※TEAMs…Tobu Environment & Energy Advanced Management system (東武 環境・エネルギー先進マネジメントシステム) 

建物データ 

TEAMs 

・消費先・空間別のエネルギー消費量 
・日報、月報、年報 
・CO2排出量 

・各テナント別エネルギー消費量 
・日報、月報、年報 
・テナント毎にIDとパスワードを配布 
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DHC事業者 
㈱東武エネルギー 
マネージメント  

CO2削減推進会議 

（年12回） 

 

エネルギーコンサルタント 
住商ビルマネージメント㈱ 
㈱日建設計総合研究所 

入居者 
東京ソラマチ 
商業テナント 

 
イーストタワー 
オフィステナント 

 
電波塔入居者 
放送事業者など 

ビルオーナー 
東武鉄道㈱ 

東武タワースカイツリー㈱ 

ビル運営管理者 
東武タウンソラマチ㈱ 

設備管理者 
東武ビルマネジメント㈱ 

東京スカイツリータウン 

環境エネルギー 

マネジメント協議会（年2回） 

• 竣工以来、CO2削減推進会議を毎月開催 

• エネルギー管理月報、CO2削減計画等について議論 

• 東京スカイツリータウンの全入居者※が参加する「東京スカイツリータウン環境エネルギー
マネジメント協議会」を年2回開催し、テナントに向けて省エネの啓発やアドバイスを行う。 

エネルギーマネジメントの主な取組 

入居者 
特定テナント 

東京スカイツリータウン 

特定テナント連絡会議 

（年2回） 

※2017年6月時点で約330テナントが入居 
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• 毎月の運用実績を管理月報としてまとめ、年間の運用実績をコミッショニングレポートに 
まとめる。 

• CO2削減推進会議で共有を図り、実績から見えてくる問題点の検証を行い、改善策を打ち出
し実行したうえで効果を検証するといったPDCAサイクルの循環を機能させている。 

エネルギーマネジメントの主な取組 

CO2削減推進会議 
供給側と需要側が一体となった低炭素まちづくりのための意思決定の枠組み 

目標・計画 

検証・評価 

改善・是正 実行・実施 

lan P 
o D 

heck C 

ct Ａ 

PDCAサイクルの実践 

管理月報及びコミッショニングレポート作成 

＜運用内容＞ 
・計画段階で策定した目
標に対し、需要側、供
給側の省エネ・省CO2
状況を収集・分析し、
効果を継続的確認 

・空調・照明運用改善、
温度差拡大対策など 

PDCAサイクルの実践 

CO2削減推進会議 
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CO2削減の主な取組 

• 空調起動時間の適正化、居室温度の適正化のため、空調機の発停スケジュール・温度設定 
管理表を作成し、季節ごとに適切な運用を実施している。また、館内に設置された温度セン
サーで1日3回館内温度を測定・記録し、管理表へフィードバックしている。 

• 夜間時間帯に廊下や駐車場などで間引き点灯を実施。 

• 夜間・休日などにエレベーターの運転台数を削減。 

空調設定管理表 

オフィスエレベーター（休日運転台数削減） 

夜間間引き点灯 
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• CO2削減推進会議の中で、以下のようなCO2削減の取組みを実施。 

CO2削減の主な取組 

オフィス照明照度の適正化 ポンプインバータ最小開度設定の
変更 

外調機運転時間及び給気温度の 
適正化 
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• 通年営業となった2013年以降、CO2排出量は毎年減少※している。 

• 東京スカイツリータウンの基準排出量：34,128ton-CO2 

運用実績 

年度別CO2排出量の推移 

▲1.8% ▲6.3% 

削減義務期間 
（2015年度～2019年度） 

※2016年度については見込数値 



23 

今後のCO2削減の取組について 

• スカイツリータウンでは、電力、空調熱源の使用量を毎年１％削減して行
くことを目標として設定 

年度別CO2排出量の予測値 

削減義務期間 
（2015年度～2019年度） 
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冷水温度差の拡大 

• スカイツリータウンの冷水設計温度差（往温度8℃、還温度18℃、⊿t＝10℃）に対し、 
実際には⊿t＝7～8℃と、設計温度差を下回っている＊。 

 

• この問題の改善のため、ポンプの送水圧力設定を下げるなど、新たな取組に着手。 

   改善効果について、今後検証する予定。 

今後のCO2削減の取組について 

＊冷水温度差が付かない現象は、ほぼすべての大規模ビルで共通の問題となっている。 
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LED照明の更なる導入 

• 現在、店舗共用部はすべてLED照明
としているが、今後はバックヤー
ド、オフィス、テナントについても
LED化を進めていく。 

今後のCO2削減の取組について 

照明、空調制御の適正化 

• ゾーニングの細分化により
照明点灯時間や空調運転時
間の更なる適正化を図る。 

照明制御画面（上） 

空調制御画面（右） 
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